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（単位：千円）

４ ５

(見込み) (予算)

旅客運輸収益 31,122,975 31,519,809 20,384,228 22,989,234 28,011,687 28,622,862

運輸雑収益 2,260,146 2,288,864 2,029,129 2,057,660 2,172,145 2,354,936

(A) 小　計 33,383,121 33,808,673 22,413,357 25,046,894 30,183,832 30,977,798

補 助 金 2,879,929 2,256,954 1,681,010 1,794,150 1,309,201 1,224,285

その他収益 1,580 2,478 8,652 4,863 3,040 100

長期前受金戻入 3,657,519 3,655,261 3,487,081 3,114,680 3,163,712 3,617,132

小　　計 6,539,028 5,914,693 5,176,743 4,913,693 4,475,953 4,841,517

39,922,149 39,723,366 27,590,100 29,960,587 34,659,785 35,819,315

21,397 406,970 383,696 323,480 151,790 62,327

39,943,546 40,130,336 27,973,796 30,284,067 34,811,575 35,881,642

給 与 費 4,609,061 4,640,157 4,898,430 4,814,928 4,917,437 5,261,347

経　　費 9,848,514 10,571,727 10,131,105 9,777,455 10,210,538 11,737,415

(うち修繕費) (4,767,030) (5,291,077) (5,209,868) (5,041,376) (4,890,516) (5,289,987)

減価償却費等 12,478,214 12,614,258 12,271,047 11,420,784 11,984,096 13,757,688

(D) 小　計 26,935,789 27,826,142 27,300,582 26,013,167 27,112,071 30,756,450

支払利息 3,572,587 3,219,934 2,818,600 2,466,777 2,151,950 2,059,677

消 費 税 1,485,642 1,515,435 714,742 512,577 719,360 1,434,319

雑 支 出 871 -          1,497 1,011 788 1,000

小    計 5,059,100 4,735,369 3,534,839 2,980,365 2,872,098 3,494,996

31,994,889 32,561,511 30,835,421 28,993,532 29,984,169 34,251,446

370 3,895 1,028 218,271 0       7,676

- - - -           - 10,000

31,995,259 32,565,406 30,836,449 29,211,803 29,984,169 34,269,122

※１

※２

※３

３

△ 966,273

967,055

1,072,264

４．収益的収支の推移

　　　　　年　度

 種　別

収
 
 
益
 
 
的
 
 
支
 
 
出

営
業
費
用

営
業
外
費
用

△ 2,862,653

　消費税込みの額である

　「減価償却費等」は、減価償却費及び固定資産除却費（撤去費を除く）をいう

　「支払利息」は、支払利息及び企業債取扱諸費をいう

収
 
 
益
 
 
的
 
 
収
 
 
入

営
業
収
益

営
業
外
収
益

(B) 経 常 収 益 計

特 別 利 益

(C) 収 益 的 収 入 計

経 常 収 支

（B－E－F）

単 年 度 収 支

（C－G）

収

支

差

引

営 業 収 支
221,348

(E) 経 常 費 用 計

特 別 損 失

（F） 予 備 費

（G） 収益的支出計

5,982,531
(A－D)

3,071,761△ 4,887,225

1,612,520

7,161,855 1,557,8694,675,616

4,827,406

△ 3,245,321

２30

6,447,332

7,927,260

7,948,287 7,564,930

元
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５．　令和５年度　高速鉄道事業会計予算

1,453 (4.2%)

△ 10,407差引

差引 1,612

15,141

借換償還金

3,402

消費税等

営
　
業
　
収
　
益

30,978

営
　
業
　
費
　
用

30,757

3,402

建設改良費

5,087

(21.5%)

企 業 債
償 還 金

18,543

(78.5%)

内訳

元金償還金

7,971

(60.3%)

内訳

借換債

建設改良債
特例債

3,992
577

847 (6.4%)

一般会計補助
金及び出資金

3355,,888822 3344,,227700 1133,,222233

2,355 (6.5%)

乗 車 料
収 入

28,623

(79.8%)

支払利息等
2,060 (6.0%)

減価償却費等

広告収入等

4,405
(33.3%)

企業債

13,758

(40.1%)

経費

11,738

(34.3%)

給与費

長期前受金戻入

3,617 (10.1%)

一般会計補助金等
1,287 (3.6%)

5,261

(15.4%)

雑収入

収収益益的的収収入入 収収益益的的支支出出 資資本本的的収収入入 資資本本的的支支出出

2233,,663300

※減価償却費などの損益勘定留保資金等で補てん

令和５年度末累積資金過不足額 2,095 百万円

          　　　　収収益益的的収収支支       　　　　　　　　　　　　　　　　資資本本的的収収支支
（単位：百万円） （単位：百万円）

支　　　　　出 23,630 百万円

　　   差 　　 　　引 （※） △ 10,407 百万円

令和５年度末累積損益 △ 109,032 百万円

資本的収支 金　　　　　額
収　　　　　入 13,223 百万円

令和５年度損益 1,300 百万円

差　　　　　引 1,612 百万円 令和４年度末累積損益 △ 110,332 百万円

収益的収支 金　　　　　額
収　　　　　入 35,882 百万円

支　　　　　出 34,270 百万円

単年度損益（消費税要素除く） 1,300 百万円
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６．令和５年度 主な建設改良事業 

営業線改良事業                   事業費   5,087,146 千円 

 

７．重要施策 

(1) 安全・安心の確保 

    安全を最優先とする組織風土を確立するため、運輸安全マネジメントのスパイラルアップを

図るとともに、教育訓練の充実などによる安全スキルの向上や、施設・車両などの安全性確保、

様々な自然災害やテロ対策の強化等に取り組む。 

また、安全・安心の取組みに関する情報を積極的に発信する。                     

ア 施設、車両などの安全性の確保                    1,689,807 千円 

トンネル等の土木構造物について、長期計画に基づき補修工事を実施するとともに、経年劣

化した駅の内外装や七隈線運行管理システムなどを計画的に改修・更新し、施設・設備等の安

全性の確保に取り組む。 

また、車両については、２０００系車両の大規模改修や３０００系車両の列車制御装置の更

新等を行い、安全性や快適性を向上させるとともに、運用開始から約40年が経過した１０００

Ｎ系車両更新のため、新造車両の製作を推進する。 

そのほか、姪浜車両基地の安定的な機能維持のため、建築物等の経年劣化に対応した大規模

改修事業を推進する。 

   イ 災害対策などの強化                           57,715 千円 

    局地的な集中豪雨等による浸水に備え、駅施設の浸水対策を強化するため、駅出入口の経年

劣化した止水板の改良を計画的に実施する。 

(2) 快適で質の高いサービスの提供 

    お客様により満足いただける高品質なサービスを提供するため、スムーズな輸送サービスや快

適・便利な環境づくりに取り組むとともに、高齢者や障がいのある人に対応したサービスの提供

や来街者にも使いやすい環境整備など「ユニバーサル都市・福岡」にふさわしい地下鉄に向けた

取組みを推進する。 

ア 快適・便利な環境づくり                          133,866 千円 

お客様に安心・快適にご利用いただくため、乗車マナー向上やより安全な乗降の確保に向け

た取組みを継続するとともに、駅の空調設備を改善する。 

また、２０００Ｎ系車両及び３０００系車両の車内に防犯カメラを設置するとともに、天神

駅及び博多駅に防犯カメラを増設するなど、効果的な防犯対策に取り組む。 

イ 来街者にも使いやすい環境整備とサービスの提供                         24,602 千円 

福岡市を訪れる国内外からのお客様等の利便性向上を図るため、引き続き地下鉄駅コンシ

ェルジュを博多駅に配置するとともに、「世界水泳選手権福岡大会・世界マスターズ水泳選手

権九州大会」期間中は福岡空港駅にも配置する。 

また，車両等の非常用設備について，設置位置や使用方法等をわかりやすく表示するなど、

案内サインの充実に取り組む。 
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(3) まちづくりへの貢献 

福岡のまちの発展に貢献するため、駅周辺のまちづくりに対応した駅施設の改良や、沿線の地

域、イベント、施設などと連携した取組みを推進する。 

また、脱炭素の推進など環境対策に関する取組みを推進する。 

ア 沿線まちづくりに対応した駅施設の改良など                  23,592 千円 

    博多駅筑紫口において、駅リニューアルの一環として、新たな店舗区画を創出し、お客様

にとってより魅力的な店舗の誘致を図る。 

イ 沿線の地域、イベント、施設などとの連携                  5,346 千円  

駅ごとの近隣の街並みや地域の歴史、観光資源等の特性を踏まえた駅の魅力づくりに取り組

むことにより、各駅の個性化・活性化を図るとともに、各駅の魅力を効果的に発信する。 

また、「世界水泳選手権福岡大会・世界マスターズ水泳選手権九州大会」の気運醸成と地下

鉄利用の促進を図るため、車内での案内放送や駅の装飾等を実施する。 

ウ 環境対策に関する取組み                               118,297 千円  

省エネのため、トンネル内の照明や駅構内の電照広告等のＬＥＤ化を計画的に実施し、使用

する電力の削減に取り組む。 

また、脱炭素化を促進するため、再生可能エネルギー由来電力を計画的に導入する。 

(4) 経営基盤の強化 

新型コロナウイルス感染症の影響など、経営環境の大きな変化や喫緊の課題へ対応するための

集中経営計画を推進し、地下鉄の中長期な経営の基本計画である経営戦略の再構築に取り組む。 

また、経営基盤を強化するため、マーケティングに基づく戦略的な営業施策の推進、広告・駅ナ

カ事業収入の確保や未利用資産の有効活用に取り組む。 

そのほか、地下鉄を支える人材の計画的な確保と育成に取り組む。 

ア 経営改革の推進                               320 千円 

新型コロナウイルス感染症の影響など、経営環境の大きな変化に戦略的かつ迅速に対応し、

将来にわたって安定的に事業を継続するため、大幅な減収など喫緊の課題に対応する集中経

営改革を推進するとともに、平成31年２月に策定した「福岡市地下鉄経営戦略」について、12

年間の基本計画である「長期ビジョン」と４年毎に見直す実施計画である「中期経営計画」へ

の再構築に着手する。 

イ 戦略的な営業施策の推進                           23,582 千円 

新型コロナウイルス感染症の影響により大幅に減少したお客様の地下鉄利用を促進するた

め、七隈線延伸開業を契機として、集客施設等との連携や観光資源を生かした周遊コースの開

発・情報発信等の戦略的な営業施策を実施するなど、地下鉄利用の魅力の向上を図る。  

ウ 新技術の積極的な活用                            2,420 千円 

福岡市実証実験フルサポート事業を活用した「クレジットカードの非接触決済機能を活用し

た鉄道改札通貨に関する実証プロジェクト」により、お客様の利便性・快適性等に資する新た

な技術の活用に取り組む。 

    

 

− 13 −



 - 14 - 

エ 人材確保と育成                                                        21,028 千円 

交通局人材育成プランを改定し、職員一人ひとりがその果たすべき役割と能力を自覚し、多

様なお客様のニーズに的確に対応できる人材を育成するとともに、引き続き技術関係職員にお

ける技術力の継承・向上や運輸関係職員の計画的な採用を図る。 
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